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睦臓会食し｣の皆様には、１１噸より保健学科の数行・研究に

ご支援をⅡM1)、誠にありがとうございます。

この激〈1§の１１}1に、徳libﾉ<>jりく学院保他科Ｊ１轍fifHIH、徳,[ﾊﾄ大

学肋瀧ﾂﾈ（Ij(JR科が股iiPlされ、さらに、数ｔ｣は徳X』)ﾉ〈学へルス

バイオサイエンス（HBS）１i)｢究部へ移行致しました。保健学

科における'鍋;から大学院への‐貸した教育・研究体制が、

ほぼ完成した惑が致します。

数行・miﾂﾋﾞ体制が整ったこれからは、徳川入学および保仙

学科のJll1念に沿って、保他・冊祉・医派分りFにおけるﾄﾞ{:会１１１

献を１１隙にすぐれた人材の行成に、なお－〃i努めなければな

りませんそれだけに、私どもの教育・研究の武的な充実に

向けてのL1t([は、五ノミになってきておI）まずそのために

は、ドI:会の１１ⅡIlljlに敏感でなければな')ません｜胸'１１会食L]の

皆様には、いろいろな機会をとおして、｜(|:会でのご体験をも

とに、これまでにも卿して、↓し体的なご指弾、ごIlhFiをお願

い致します

お蔭さまで、学生さ/しの1H1家試験合格率は、翁1劃91z均を上

回った状況が維持されております。保健学科ＣＭｉが完成し、

内部の数行世揺機器も光兆してきたとはいえ、教育$没備につ

いては、なお一Iiiの努ﾉ｣をｿ,ii慾しておI)まずまた、学化さ

んが社会で''1分を生かすためには、個々の学′|{さんのＩＭＩ性を

尊重したきめ細かい教育支援が必典になってきていると思い

ます

大学院(1Ｍk科学教育部への入学希望荷はflZ々lWh【1しており

ますＥドl:企がﾉ<学院を待ちV【/しでいたことの,il1iと思われま

す。すでに、Ⅱ！i士前}！],ｉＩｌｌ腿の額摺kは、それぞれのVHjlj分野

で迫健なくﾉjを篭jfliしております。

保健学科、保健科学教flf部の卒業生は、これからも主体性

のある実跳片として、勲''１１分町のリーダーとして、また教育

行として、１０１究荷として、この戯本キヤンハスでｊＷしだこと

に誇りをもって活躍されることと思います。このことで、保

健学科の数行・研究の成果が、ドI:会に認識されてくるものと

恩います私ども教員は、各々のりjPW分野でLL体的目標をか

かげ、IflLLi11i価し発腫させなければなりません。そして、ドヒ

会からの,'１ﾄﾞ(iliに敏感に反応し、保健学科の活lliDと役刈がｉｌ:会

に強く,認,ililiされるように努め/こいと思います，

１，k後にな')ましたが、′Ｍ:１）Iから保仙学ﾄﾞ:}良を務めるこ

とになりました＿睦后会食し｣の呰様には、今後とも保健学科

の発腫にご'４ﾉ｣のほど、よろしくお願いIlIし[･げます

新型インフルエンザ対策として、医療従覗荷へのワクチン

接「'１iが始まりましノミ･科学技術の進歩と↑'1i報伝述のI1ili速化、

|Ⅱl迦化は一IliI)｢iであれば説Iﾘ]ｲ〈能でｲ<可思`識だった11「象を[ﾘ］

['1にし、１１１民が広く''三砿に科')を的に1111解するｌｊｆを111能として

きました。新W』インフルエンザ郡のDNA解析が特徴的な鞭例

でしょう。

さて、鰹jH(山上の11ﾘjきとして政椛交代が実11,Iした'1｢は、つ

い二ﾉｰjほどliiiの１１１未ﾘﾄﾞです。

小泉首机がﾉ<なたを振るった「さ位一体改離」で結果とし

て地方は疲弊し、１曜療は崩壊し、維済的にも符しい減速をも

/こらしました。このｉｌｌＩ、筒'11(よlイl;おきに交代し、111民には

幻滅と不安、ｆ満しか与えませんでした。そして典虹の総選

喉を迎えました結果は与党(l民党の歴史的惨敗で、政権交

代が実現しました民主党は300を超える議席を噸MLし、政

樅lj党となりました。政治に於いてはﾉ｣無き11麹はﾘｵ政、正

茂無き力は悪政です。政治にはﾉjと11：義の両方がｲ《ＩＩＪ欠だと

局うりrを、［iilLtはその投票行動で(j権者の意志をlﾘ}確に示し

ました。今Ｍの1`1民党・惨敗の11りく螺１Wは代議I:のﾉ<役を軽ん

じ、本分をＩｌｌｉめなかった日iliWhDjの結果として、政党も候#ili

行も111民からは巡択されなかったのだと局えます

さて医療現場で11,((かけずＤＭる我々としては、今後の方

針をどう確立するかが問われますＬＬ休的には２１ｲｉ２ｊ１ｒＡ［労省

},|i派〕ﾅ卯のWIrj:P;jllx、もしくは執行額の減額弾、丈ｆ:|行柵112

においては執{]･伸１１:、組み符えのk､|応が求められます｡政権

!H(党が交縛しても、国笙′１２活にｲ〈｢jJ欠な生活予蝉は1Ｋ饗であ

り効果的な執↑｢を求められます先のインフルエンザ守~予算

のl('１額鰹求は篭M1､11然でしょう

’｜々刻々変化する政策決定と付柵ⅡするIi1i報を|:l'jlfJl1解し、

Ⅱ,W々の業務にⅨ映し的確に対処していくリポが、今我々l侭療者

に求められます




















